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トムソン・ロバート HokkaidoWilds.org 編集長／北星学園大学文学部英文学科准教授 

 

『Daisetsuzan Backcountry』の出版目的は、大雪山国立公園周辺を訪れる外国人バックカントリ

ースキーヤーに、マナーを守りながら安全に冬山を楽しんでもらうことにある。大雪山の特質や

厳しい登山条件を理解したうえで、安全意識とマナーを持ちつつ、道央の素晴らしいパウダース

ノーを満喫してもらいたい。そのため、地図には以下の情報を掲載している。 
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1 HokkaidoWilds.org について 

まずは、『Daisetsuzan Backcountry』を出版予定の HokkaidoWilds.org について紹介した

い。HokkaidoWilds.org は、北海道内のアウトドアルート情報（スキー登山、夏山登山、カ

ヌー／カヤック、自転車ツーリング）を英語で発信する非営利のウェブサイトである

（https://hokkaidowilds.org）。これまでに 300 本以上のルートを公開しており、そのうちス

キー登山ルートは約 160 本にのぼる（https://hokkaidowilds.org/skitour）。2018 年 11 月、

札幌在住のニュージーランド人夫婦により設立され、現在は主に 4 名のボランティアメンバ

ーが任意団体「HokkaidoWilds.org」として活動している。主な活動内容はルート取材、英語

『Daisetsuzan Backcountry』 

英語表記スキー登山マップの掲載情報 
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表記の地形図作成、ルート情報の執筆などである。ルート案内は「週 1 本」のペースで公開

しているほか、アウトドア教育に関する記事（https://hokkaidowilds.org/education）や、

ギアレビュー（https://hokkaidowilds.org/tested）なども随時発信している。 

 

ウェブサイトの収益はすべて、北海道内で山岳保全活動に取り組むボランティア団体に寄付

する方針である（https://hokkaidowilds.org/foundation）。また、2019 年度および 2021 年

度には、国土交通省国土地理院が主催する全国「GEO アクティビティコンテスト」におい

て、「北海道インバウンド旅行者の山岳安全に向けた英語表記地形図（紙地図）の開発」をテ

ーマに応募し、最優秀賞を含む計 3 つの賞を受賞している（https://hokw.jp/2021geocon-

JA）。 

 

1.1 2022 年出版の『Niseko Backcountry』について 

HokkaidoWilds.org は、2022 年 12 月にニセコ連峰、羊蹄山、尻別岳を網羅するバッ

クカントリースキー用英語表記地図を出版した。これまでに約 3,000 部を販売し、その

収益の一部を北海道内の山岳団体に寄付している1。 

 

2 『Daisetsuzan Backcountry』の地図面について 

さて、『Daisetsuzan Backcountry』について説明したい。 

 

2.1 ルート表記 

北米の人気バックカントリーエリアであるウィスラーやロジャーズパスのスキー登山用

地形図に倣い、40 本以上のルートを表記（下図参照）。 

 
1 https://hokkaidowilds.org/press-145-man-donate 

https://hokkaidowilds.org/press-145-man-donate
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「青」は登り、またはスキーツアー向けのルートを示し、「赤」は下りのフリーライド

向けルートを示す。すべてのルートは一定以上のスキルと経験を前提としているが、

「紫」のルートは特に高度なスキー登山経験を要する。雪崩リスクを判断する能力、悪

天候時の対応力、ルートファインディングの技術などが求められる。 

 

ルートが点線で示されている場合は、アイゼンやピッケルの使用を想定するような、雪

面状況の難易度が高いルートを意味する。ルート表記の詳細な説明は、地図裏面のテキ

ストで英語にて補足している。 

 

2.2 斜面の斜度表記 

バックカントリースキーにおけるリスクコミュニケーションの観点から、斜度表記が安

全な行動につながると指摘されている2。そこで、スイス連邦地形測量庁の方式に基づ

き、Daisetsuzan Backcountry の地図面では 30 度以上の斜面を色分けして表記してい

る。 

 

 
 

 
 

斜度表記の限界も、注記で言及している：「斜度は国土地理院（Japan Geospatial 

Information Authority, GSI）の 5mDEM データから算出。30°以上の斜度着色はスイ

ス連邦地形局（Swiss Federal Office of Topography, Swisstopo）の方式に準拠してい

る。なお、斜度データは慎重に参照する必要があり、微地形を正確に反映するものでは

なく、また日々の雪崩リスクを示すものでもない。雪崩リスクには、風による雪の堆

 
2 https://www.climbing.com/skills/how-to-use-gaia-gps-to-help-avoid-avalanches/  

https://www.climbing.com/skills/how-to-use-gaia-gps-to-help-avoid-avalanches/
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積、直近およびシーズン全体の降雪量、その他局地的要因が含まれる。」 

 

2.3 地図データについて 

『Daisetsuzan Backcountry』の地図面は、国土交通省国土地理院が提供する数値地図

データ（国土基本情報：

https://maps.jmc.or.jp/#t=mapdata_gsi_online_dkg&ll=41.525394,141.862535&z=6

&mt=gsimaps）を基盤として作成している。国土地理院長の承認を得て基盤地図情報

を使用しており（承認番号平 30 情使 第 867 号）、加えて、参考程度の精度ながら環境

省生物多様性センター発行の 1/25,000 植生図 GIS データも活用し、森林限界などのお

およその位置を表している。 

 

2.4 ルート取材 

掲載ルートの多くは、既に日本語のバックカントリースキー用ガイドブックに紹介され

ているルートである。また、ほぼすべてのルートについて、HokkaidoWilds.org のチ

ームが実際に現地調査・スキー登山による取材を行い、オンラインルートガイドとして

公開している。 

 

2.5 地図の作成過程 

地図面はトムソンが地理空間ソフト「QGIS」を用いて作成し、テキスト面は Adobe 

InDesign で制作。開発は 2023 年から着手している。 

 

2.6 UTM グリッド活用 

当地図には 1,000m 間隔の UTM グリッドを掲載している。UTM（Universal 

Transverse Mercator／ユニバーサル横メルカトル図法）は、緯度・経度を基準に地球

表面を格子状に分割し、縦軸と横軸の交点の座標によって位置を特定できるシステムで

ある。理論上、地球上ほとんどの場所を 1m 単位で特定することが可能となる。 

 

日本国内では自衛隊や一部の防災機関を除き、利用はまだ一般的ではない。しかし海外

では、登山用地形図を含め、多くの先進国の政府発行地形図に標準的に掲載されてい

る。北海道を訪れる本格的なスキー登山者間で位置情報の共有を円滑にするため、この

地図にも導入している。 

 

UTM グリッドの解説動画はこちら 

https://www.youtube.com/watch?v=QTSItCsNt4U  

 

https://maps.jmc.or.jp/#t=mapdata_gsi_online_dkg&ll=41.525394,141.862535&z=6&mt=gsimaps
https://maps.jmc.or.jp/#t=mapdata_gsi_online_dkg&ll=41.525394,141.862535&z=6&mt=gsimaps
https://www.youtube.com/watch?v=QTSItCsNt4U
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3 裏面のテキスト情報について 

『Daisetsuzan Backcountry』を教育的なツールとして提供することも、当地図開発の大きな

狙いのひとつ。そのため、気候、危険、マナーなどについてできる限り詳しく解説してい

る。 

 

3.1 気候、危険、緊急時の対応 

北海道は高緯度に位置し、シベリアからの寒気の

影響を強く受ける。冬季は持続的な低温と豊富な

降雪により、バックカントリースキーに適した独

特のコンディションが整う。一方で、標高が低い

山でも海外の高山並みの厳しい低温・暴風・多雪

に遭遇することがあり、来道する外国人スキー登

山者が北海道の冬山を軽視しがちだ。さらに、海

外の山岳地帯では専門の捜索隊や航空救助が整備

され救助が比較的迅速な地域が多いのに対し、北

海道では広域性と厳しい気象のため救助まで時間

を要する場合がある。大雪山国立公園周辺では、

海外の“常識”がそのまま通用しない場面が少なくな

い。こうした前提を踏まえ、本地図では気候・地

形・雪崩情報、山中でのコミュニケーション（無

線利用のルール等）、緊急時の連絡先などを詳しく

解説している。 

 

3.2 駐車について 

特に十勝連峰の人気バックカントリーゾーンでは、登山口での駐車が問題となってい

る。そのため、『Daisetsuzan Backcountry』では富良野岳登山口付近や吹上温泉にお

ける駐車マナーについて、以下のような注意書きを盛り込んでいる。 

 

 
富良野岳駐車場（FURANO-DAKE PARKING）｜ 道道 291 号線と 966 号線の

交差点は、富良野岳（Furano-dake）登山口として人気のある場所である。駐

車スペースは限られているため、可能な限り乗り合いで訪れ、他の利用者のた

めに効率よく駐車すること。路肩への駐車を避けること。空きがない場合は、

別の場所での滑走を検討すること。 
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三段山の駐車（SANDAN-YAMA PARKING）｜ 白銀荘（Hakuginso Lodge）の

隣にある大きな駐車場は広々としているが、特に週末にはすぐに満車になる。

スキーヤーは駐車場の東側（入口から見て左側）に駐車すること。迷った場合

は駐車場係員の指示に従うこと。 

 

3.3 各スキー登山フィールドについて 

全般的な注意書きとは別に、各バッ

クカントリースキーフィールドごと

に代表的なルートやフィールドの概

要を簡潔に解説している。フィール

ドは「十勝連峰（西側）」「十勝連峰

（東側）」「旭岳」「大雪山系北側」の

4 つに区分している（右のサンプル参

照）。 

 

 

3.4 プロガイドについて 

プロガイドに関して、

HokkaidoWilds.org のスタンスは明

確だ。来道するすべてのバックカントリースキーヤーはガイドを利用すべきだと考えて

いる。安全性はもちろん、ローカルガイドは豊富な知識と経験を持ち、その日の状況に

適した斜面を選び、地元ならではの食や文化の情報を提供できる。「本物の北海道」を

体験できるノウハウがあり、限られた滞在時間のなかで効率的にベストなフィールドへ

案内することができる。このため、HokkaidoWilds.org ではガイド利用を強く推奨し

ている（以下参照）。 

 

 
 

日本語訳：北海道中央部エリアには、プロのバックカントリーガイド会社や、英語対応

可能な独立ガイド（外国人および日本人）が数多く拠点を構えている。ほとんどは国際

的に認定されたガイド資格を持ち、日々のコンディションに応じた秘密のパウダースポ
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ットから、素晴らしい食事や本物の文化体験に至るまで、大雪山国立公園でのバックカ

ントリー体験をより特別なものにしてくれる。 

 

3.5 『Daisetsuzan Backcountry』のスマホ版 

 

スマホで現在地がわかる GeoPDF の提供｜『Daisetsuzan 

Backcountry』を印刷物として販売する予定であるが、専用

のスマホアプリを利用して、地図上で利用者が自分の現在地

がわかる「GeoPDF」（地理空間情報の入った PDF）も、

Avenza Maps ストアにてデジタルグッズとして販売する予定

である（HokkaidoWilds.org の Avenza Maps ストア：

https://www.avenzamaps.com/vendor 

/4777/hokkaidowildsorg）。 

 

 

 

4 英語表記地形図作成の基本的な考え方 

これまで HokkaidoWilds.org では、ウェブに公開してきたすべてのルート（スキー登山・夏

登山・カヌー／カヤック、約 250 本）に対し、利用者が自宅で印刷できる A4 または A3 サイ

ズの英語表記地形図を PDF 形式で無償提供してきた。一方、印刷物として販売するスキー登

山用地形図は今回が 2 回目となる。日本国内においても、バックカントリースキー専用の本

格的な大判地形図は、言語を問わず HokkaidoWilds.org が 2022 年に出版した『Niseko 

Backcountry』以外には存在しないと考えている。こうしたバックカントリースキー地形図

の開発にあたっての基本的な考え方は、以下の通りである。 

 

4.1 情報提供は、外国人バックカントリースキーヤーを教育する良い機会である  

詳細な地図を提供することで、十分な準備ができていないスキーヤーを安易に冬山へ誘

導してしまうのではないか、という懸念は無視できない。しかし同時に、冬山でのバッ

クカントリースキーには真剣なリスク管理が求められており、バックカントリースキー

に関する情報はすでにネット上に氾濫しているのも現実だ。国外では Strava、

AllTrails、Gaia、国内では Yamareco や Yamap などのウェブサイトを通じて、ルー

ト情報そのものは誰でも容易に入手できる状況にあるが、不特定多数のユーザーが投稿

するこれらのサイトは、冬山へのアクセスを容易にした点では歓迎すべきだが、多くの

場合ルート情報のみにとどまり、地域特有の気象条件や駐車マナー、リスクに関する情

報までは十分に触れられていない。日本語を読めるスキーヤーであれば『北海道雪山ガ

イド』などの詳細なガイドブックから各フィールドの知見を得られるが、日本語を読め

ない外国人にとっては、英語の情報が極めて少ないのが現状である。したがって、英語

表記地形図『Daisetsuzan Backcountry』は、外国人スキーヤーが求める詳細なルート

情報を提供すると同時に、大雪山国立公園周辺の特有の冬山環境を伝える絶好の機会で

あると考えている。 

https://www.avenzamaps.com/vendor/4777/hokkaidowildsorg
https://www.avenzamaps.com/vendor/4777/hokkaidowildsorg
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4.2 高精度のバックカントリースキー用地形図は大雪山国立公園周辺に不可欠 

HokkaidoWilds.org では、道内のスキー登山遭難状況を常に見ており、細かい分析もし

ている（例：https://hokkaidowilds.org/ja-hokkaido-winter-search-and-rescue-

trends-2014-2019）。北海道警察の過去のデータを、HokkaidoWilds.org が独自の分析

をしたところ、スキー場からバックカントリーをアクセスするスキーヤーの中では外国

人遭難者（スキー遭難者）が極めて多いものの、純粋なバックカントリーでは、外国人

遭難者（スキー登山遭難者）が少ないことがわかる（以下の図４に参照）。 

とはいえ、近年は純粋なバックカントリースキーの遭難者も増えており、北海道を尋ね

て本格的なバックカントリースキーを求める外国人スキーヤーのほとんどは、既に豊富

な経験があったとしても、安全な山行を計画し、まともな情報に基づいて山の中で行動

できるように、『Daisetsuzan Backcountry』のような地形図が海外で常識的に流通さ

れているため、同じく安全に大雪山周辺の冬山を楽しむために、HokkaidoWilds.org が

当地形図の開発に取り組んできた。 


